

























( 101 ) 1う6
2 研究の方法





















( 2 ) 附属小学校の教育実習プログラムの概要とその検討理由
2004 (平成16)年度の教育実習事前・事後指導計画は次頁の表の通りで、あった。
この附属小学校の教育実習プログラムを検討する理由は5つある。
1う ( 102 ) 
教育実習で育てる実践的指導力の基盤を考える
4 . 15(木) 教育実習入門(1) オリエンテーション・教育実習の全体像と履修方法
4・22(木) 教育実習入門(2) 観察の方法
5・6(木) 講話「附小のめざすもの」、各学級訪問




2 J fことば 3Jの授業観察と授業研究
5・27(木) 講話 f2年の教材と子ども」、体育・算数・図工の授業観察と授業研究
6・3(木) 講話 f3年の教材と子ども」、社会・国語・体育の授業観察と授業研究
6・10(木) 講話「学習指導案の作成 1J f学習指導案の作成 2J
6・17(木) 1年の教材と子ども、算数・国語・国語の授業観察と授業研究
6 . 24(木) 5年の教材と子ども、理科・理科・算数の授業観察と授業研究
















( 103 ) 1う4
( 3 ) 教育実習プログラムの検討方法
F付属小学校での教育実習は、 3回生後期に4週間行われる O 実習終了の前日、
実習生には担当学年ごとに分かれて実習反省会を実施するように指示する。実










































































































































































































































































































































1年 2年 3年 4年 5年 6年 小計 % 
①教育者としての使命感 6 6 7 3 7 。29 28 
②人間の成長・発達への深い理解 7 「υ 5 i 7 2 27 26 
③幼児・児童・生徒への教育的愛情 5 3 2 。 1 。11 10 
④教科等に関する専門的な知識 9 3 10 2 10 3 37 35 












































































2)前掲 1) I [参考図]養成段階で特に教授・指導すべき内容の範囲」参照
( 117) 140 
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